
拡
大
地
方
委
員
会
は
、

青
柳
副
委
員
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
委
員
会
の
成
立

を
確
認
後
、
議
長
に
米
子

連
合
分
会
の
千
葉
代
議
員

を
選
出
、
倉
下
委
員
長
か

ら
挨
拶
（
別
掲
）
を
受
け
、

来
賓
の
皆
様
か
ら
激
励
の

挨
拶
を
頂
き
、
吾
郷
書
記

長
よ
り
「
当
面
す
る
闘
争

方
針
（
案
）
」
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
に

入
り
、
１
０
名
の
構
成
員

が
発
言
、
西
日
本
本
部
・

地
本
業
務
部
の
答
弁
を
受

け
、
吾
郷
書
記
長
の
集
約

（
別
掲
）
を
含
め
て
の

「
当
面
す
る
闘
争
方
針
」

を
全
体
の
拍
手
に
て
承
認

し
て
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
細
田
執
行
委

員
が
「
委
員
会
宣
言
（
案
）
」

を
提
案
、
採
択
後
、
倉
下

委
員
長
の
「
団
結
頑
張
ろ

う
」
に
て
委
員
会
を
終
え

て
き
ま
し
た
。

〇
松
村
地
方
委
員
（
浜
田
）

メ
ン
テ
ッ
ク
で
キ
ハ
１

２
０
の
清
掃
・
駅
舎
の
管

理
・
給
油
等
し
て
い
る
。

人
手
不
足
で
社
員
の
年

齢
も
高
い
。
将
来
性
が
無

い
と
い
う
こ
と
で
採
用
も

進
ま
な
い
。
年
休
が
取
り

ず
ら
く
、
失
効
す
る
こ
と

は
な
い
が
、
年
度
末
で
は

２
０
日
近
く
が
持
ち
越
し

と
な
る
。

〇
大
石
地
方
委
員
（
浜
田
）

１
月
１
６
日
、
尼
崎
に

「
福
知
山
線
事
故
」
の
研

修
に
行
っ
た
。
お
客
様
の

視
点
を
言
わ
れ
る
が
、
駅

で
は
時
計
を
取
り
外
し
た

り
、
お
客
の
気
持
ち
を
考

え
て
い
る
の
か
疑
問
に
感

じ
る
。
鉄
道
電
話
の
撤
去

に
つ
い
て
、
使
用
方
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
も
な
く

使
い
き
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
人
手
不
足
か
ら
外

国
人
技
能
実
習
生
の
対
象

職
種
に
鉄
道
が
入
っ
た
ら

し
い
が
何
か
情
報
は
な
い

か
。
４
月
か
ら
や
く
も
が

全
車
指
定
に
な
る
。
年
末

年
始
の
「
の
ぞ
み
号
」
の

全
車
指
定
席
で
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
情
報
は
な
い
か
。

〇
土
江
地
方
委
員
（
米
子
）

米
子
車
掌
区
で
は
、
ダ

イ
ヤ
改
正
で
要
員
▲
７
、

現
在
、
木
次
鉄
道
部
か
ら

も
２
名
が
助
勤
に
来
て
い

る
。
車
掌
区
で
は
年
休
が

出
な
い
現
状
が
続
い
て
い

る
。
異
常
時
な
ど
、
仕
事

明
け
で
乗
務
し
て
く
れ
等
、

言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

要
員
不
足
で
係
長
が
急
遽

乗
務
し
た
り
し
て
い
る
が
、

安
全
が
確
保
出
来
る
の
か
。

駅
に
社
員
が
い
な
く
な
っ

た
分
、
車
内
発
売
が
多
く

な
り
乗
務
員
の
負
担
が
増

え
て
い
る
。
宍
道
駅
の
駐

車
場
の
除
雪
が
し
て
な
く

て
、
苦
情
を
言
わ
れ
た
。

要
員
不
足
で
除
雪
が
追
い

付
か
ず
、
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
繋
が
っ
て
い
る
。
ダ
イ

ヤ
改
正
以
降
、
や
く
も
が

全
席
指
定
席
と
な
る
が
、

運
休
・
遅
延
時
等
の
対
応

が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

臨
時
の
運
転
適
性
検
査
に

合
格
し
た
社
員
に
対
す
る

早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

〇
藤
原
地
方
委
員
（
出
雲
）

鉄
道
電
話
が
携
帯
電
話

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
心

配
が
あ
る
。
パ
ス
ワ
ー
ド

の
入
力
が
必
要
に
な
る
な

ど
利
用
し
に
く
い
し
、
教

え
る
方
も
良
く
理
解
し
て

い
な
い
。
育
児
中
の
女
性

社
員
が
、
制
度
を
利
用
し

て
休
暇
を
取
ろ
う
と
す
る

こ
と
に
管
理
者
が
い
い
顔

を
し
な
い
。
育
児
を
理
由

に
休
暇
の
取
れ
る
制
度
が

（
裏
面
に
続
く
）

２０２４年 ２月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第１３号

第
９
７
回
拡
大
地
方
委

員
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

一
言
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
。

１
月
１
日
の
能
登
半
島

地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
同
時
に
本
部
の
取
り

組
む
被
災
地
へ
の
支
援
に

つ
い
て
も
最
大
限
の
協
力

を
要
請
す
る
。

福
知
山
線
事
故
か
ら
１

９
年
、
伯
備
線
事
故
か
ら

１
８
年
目
と
な
る
が
、
関

連
会
社
も
含
め
て
重
大
労

災
や
危
険
な
事
象
が
後
を

絶
た
な
い
。
自
ら
の
職
場

で
安
全
・
安
心
な
労
働
環

境
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

安
全
が
自
己
責
任
に
な
っ

て
な
い
か
、
し
っ
か
り
と

振
り
返
り
、
安
全
な
職
場

づ
く
り
に
奮
闘
し
て
頂
き

た
い
。

２
４
春
闘
で
は
、
ベ
ア

１
７
０
０
０
円
・
期
末
手

当
年
間
臨
給
で
６
ヶ
月
、

年
度
末
手
当
で
２
０
万
円
・

そ
の
他
手
当
関
係
の
要
求

を
確
立
し
１
３
日
に
会
社

に
申
し
入
れ
る
。
物
価
高

の
中
、
我
慢
・
節
約
を
強

い
ら
れ
て
な
い
か
点
検
を
。

ま
た
、
職
場
に
お
い
て

も
、
小
さ
く
て
も
改
善
を

勝
ち
取
ろ
う
。
２
４
春
闘

の
前
進
に
向
け
精
一
杯
奮

闘
し
よ
う
。

昨
年
４
月
「
改
正
地
域

公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」

が
成
立
、
ロ
ー
カ
ル
線
は

大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い

る
。
現
在
、
各
自
治
体
を

訪
問
し
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
が
、
公
共
交
通
の

現
状
に
危
機
感
を
持
ち
利

用
促
進
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
バ
ス
な

ど
は
運
転
手
不
足
で
廃
線

や
減
便
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。
公
共
交
通
の
利
用

促
進
と
併
せ
て
、
交
通
運

輸
労
働
者
の
待
遇
改
善
も

急
務
の
課
題
だ
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
武
力
紛
争
な
ど
に

よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
出

て
い
る
。
ま
た
、
国
内
で

の
軍
事
大
国
化
の
動
き
は

近
隣
諸
国
と
の
緊
張
を
高

め
る
ば
か
り
だ
。
ま
た
、

自
民
党
の
裏
金
疑
惑
は
底

な
し
で
あ
り
、
政
権
交
代

こ
そ
必
要
だ
。
４
月
の
衆

議
院
補
選
の
亀
井
候
補
の

当
選
に
全
力
を
挙
げ
る
。

国
労
組
織
を
取
り
巻
く

状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
組

織
の
将
来
展
望
の
議
論
は

先
送
り
で
き
な
い
課
題
で

あ
る
。
真
摯
な
議
論
を
要

請
し
挨
拶
と
す
る
。

こくろうよなご
第１３号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

第
９
７
回
拡
大
地
方
委
員
会
開
催

立
憲
民
主
党
島
根
県
総
支
部
連
合
会

副
代
表

角

智
子

様

国
鉄
労
働
組
合
西
日
本
本
部

書
記
長

大
北

真
也

様

執
行
委
員

波
見

健
一

様

去
る
２
月
１
０
日
、
国
労
米
子
地
方
本
部
に
て
「
第

９
７
回
拡
大
地
方
委
員
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

２
４
春
闘
を
は
じ
め
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
率
、

ロ
ー
カ
ル
線
維
持
・
存
続
の
闘
い
、
衆
議
院
補
欠
選
挙

の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
、
国
労
の
最
重
要
課
題
で
も

あ
る
組
織
の
強
化
・
拡
大
と
「
国
労
の
将
来
展
望
に
つ

い
て
」
な
ど
当
面
す
る
方
針
に
つ
い
て
、
意
思
統
一
を

行
っ
て
来
ま
し
た
。

地
本
執
行
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
）

質
疑
等
に
つ
い
て

ご
来
賓
の
皆
様



何
か
出
来
て
い
れ
ば
教
え

て
も
ら
い
た
い
。

〇
大
下
地
方
委
員
（
出
雲
）

職
場
の
環
境
が
良
く
な

い
と
感
じ
る
。
年
休
も
３

月
に
７
～
８
日
取
得
で
き

な
い
と
保
存
休
暇
に
な
る
。

現
在
、
シ
ニ
ア
社
員
だ
が
、

満
期
ま
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
の
か
不
安
に

な
る
。
こ
れ
で
、
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
な
ど
応
募
し
よ

う
と
い
う
気
に
な
る
の
か
。

職
場
は
楽
し
く
な
い
と

働
き
続
け
よ
う
と
は
な
ら

な
い
。

〇
北
村
地
方
委
員
（
鳥
取
）

社
会
人
採
用
者
が
配
属

さ
れ
て
く
る
が
、
即
戦
力

と
は
な
か
な
か
い
か
な
い
。

教
育
が
現
場
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
担
当
者
の

配
置
も
必
要
で
は
な
い
か
。

要
員
不
足
の
一
方
、
採

用
が
厳
し
い
と
い
う
話
が

出
る
が
、
地
域
限
定
社
員

枠
を
作
る
な
ど
、
創
意
工

夫
を
す
る
よ
う
会
社
に
申

し
入
れ
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
は
な
い
か
。
施
策
の

提
案
が
次
々
と
来
る
が
、

丁
寧
な
回
答
が
な
か
っ
た

り
、
実
施
期
限
あ
り
き
は

問
題
だ
。
毅
然
と
し
た
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

若
手
の
他
労
組
組
合
員

と
つ
な
が
り
作
り
の
努
力

を
し
て
き
た
。
成
果
と
し

て
現
れ
て
な
い
が
、
引
き

続
き
信
頼
関
係
を
作
っ
て

い
き
た
い
。
２
４
春
闘
要

求
を
組
合
間
で
す
り
合
わ

せ
、
統
一
し
た
要
求
を
提

出
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必

要
で
は
な
い
か
。

〇
山
田
委
員
長
（
鳥
取
県
）

組
合
員
も
減
少
す
る
中

で
、
役
員
任
せ
の
組
合
活

動
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

年
齢
的
に
も
、
家
庭
や

地
域
の
役
目
な
ど
も
あ
り
、

役
員
を
続
け
る
の
も
大
変

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
先
、

ど
の
よ
う
に
組
織
を
運
営

し
て
い
く
の
か
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
な
い
と
運

動
の
継
続
も
困
難
と
な
る
。

〇
藤
江
委
員
長
（
島
根
県
）

こ
の
時
期
で
年
休
２
７

日
あ
る
。
要
員
不
足
が
ひ

ど
す
ぎ
る
。
２
～
３
年
で

組
織
が
ど
う
な
る
か
。
方

向
性
を
早
め
に
出
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。
木

次
線
で
ト
ロ
ッ
コ
が
無
く

な
り
、
ど
う
活
性
化
を
図

る
の
か
。
組
織
の
枠
を
超

え
連
帯
す
る
こ
と
が
大
事

で
な
い
か
。
第
三
四
半
期

決
算
も
黒
字
で
通
期
で
は

上
方
修
正
、
一
時
金
な
ど

要
求
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

〇
木
村
交
渉
委
員
（
浜
田
）

祈
り
の
森
の
研
修
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
研

修
の
前
泊
は
会
社
が
手
配

す
る
が
、
後
泊
に
つ
い
て

は
、
個
人
で
手
配
を
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
る
。
遠
距

離
で
研
修
に
参
加
す
る
人

の
こ
と
も
考
え
た
内
容
に

し
て
も
ら
い
た
い
。
現
場

の
勉
強
会
に
つ
い
て
、
教

え
る
ほ
う
も
十
分
な
理
解

も
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
い

る
。
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て
見
直
し
が
必
要
だ
。

〇
和
久
理
運
転
職
協
代
表

春
闘
の
国
労
要
求
は
高

す
ぎ
て
、
雇
用
が
守
れ
な

い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

賃
金
が
上
が
ら
ず
離
職
が

増
え
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

し
っ
か
り
と
要
求
し
、

闘
う
こ
と
が
必
要
だ
。
国

労
の
取
り
組
ん
だ
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
に
他
労
組
の
仲

間
に
も
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来
た
。
米
子
地

本
は
来
年
か
ら
現
職
者
が

い
な
く
な
る
中
で
、
現
職

の
他
労
組
の
仲
間
の
声
や

要
求
を
掴
む
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
来
年
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

や
く
も
号
が
全
席
指
定

と
な
れ
ば
、
通
勤
利
用
の

人
に
は
不
便
を
強
い
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

臨
時
の
運
転
適
性
検
査

で
合
格
し
た
社
員
の
配
属

に
つ
い
て
は
、
本
人
希
望

を
尊
重
す
る
よ
う
に
引
き

続
き
会
社
に
求
め
て
行
き

た
い
。
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

社
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

職
種
等
で
選
別
せ
ず
、
労

働
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
社

員
に
つ
い
て
、
希
望
者
全

員
の
採
用
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

採
用
が
難
し
く
工
夫
が

必
要
と
の
意
見
も
頂
い
た

が
、
採
用
競
争
力
を
高
め

る
と
い
う
意
味
で
、
「
奨

学
金
返
納
制
度
」
の
新
設

な
ど
も
提
案
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
会
社
に
す
る

た
め
、
労
働
組
合
と
し
て

も
様
々
提
言
し
て
い
き
た

い
。
団
体
交
渉
が
期
限
あ

り
き
と
い
う
話
も
あ
っ
た

が
、
会
社
が
不
誠
実
な
態

度
で
あ
れ
ば
、
本
部
と
し

て
も
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
。
祈
り
の
森

研
修
の
遠
距
離
で
の
参
加

の
方
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

是
正
を
求
め
る
な
ど
何
ら

か
の
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
今
後
の
国
労

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
意
見
も
頂
い
た
。
昨
年

の
大
会
で
西
日
本
本
部
に

設
置
し
た
「
組
織
検
討
委

員
会
」
で
の
議
論
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
２
４
春
闘
要
求
に
つ

い
て
、
他
労
組
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
実
際
あ

る
こ
と
か
ら
、
要
求
の
前

進
が
目
的
で
あ
り
、
出
来

る
と
こ
ろ
は
協
力
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

メ
ン
テ
ッ
ク
の
要
員
問

題
、
親
会
社
と
し
て
し
っ

か
り
関
与
し
て
い
く
よ
う

西
日
本
会
社
に
要
請
し
て

い
る
。
や
く
も
の
全
車
指

定
席
化
に
関
し
て
誤
乗
の

場
合
の
取
り
扱
い
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
遅
延
時
の
対
応
な

ど
、
会
社
は
検
討
中
と
し

て
い
る
が
、
実
施
後
問
題

あ
れ
ば
地
方
本
部
に
報
告

い
た
だ
き
た
い
。
除
雪
対

応
が
出
来
な
い
と
い
う
話

も
あ
っ
た
が
、
要
員
配
置

に
問
題
が
あ
る
。
育
児
を

し
て
い
る
女
性
社
員
の
休

暇
の
話
も
出
て
い
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
制
度
に

職
場
環
境
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
こ
と
の
現
れ
だ
と

言
え
る
。
適
正
な
要
員
配

置
を
求
め
て
い
き
た
い
。
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１
０
名
の
構
成
員
か
ら

発
言
を
頂
い
た
。
頂
い
た

意
見
は
、
執
行
委
員
会
で

議
論
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
３
期
連
続
の

増
収
・
増
益
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
構
造
改
革
や

仕
事
の
効
率
化
が
進
み
、

将
来
展
望
が
持
て
な
い
職

場
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

２
４
春
闘
で
は
、
「
大

幅
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改

善
」
を
力
強
く
訴
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
エ
リ
ア

本
部
の
春
闘
交
渉
を
押
し

上
げ
る
た
め
に
も
、
春
闘

討
論
集
会
・
一
職
場
一
要

求
・
現
場
長
申
し
入
れ
な

ど
職
場
か
ら
の
創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
を
要
請
す

る
。
地
方
本
部
も
２
月
８

日
に
「
２
０
２
４
年
３
月

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
関
す
る
」

団
体
交
渉
を
行
っ
て
き
た
。

効
率
化
施
策
が
矢
継
ぎ

早
に
提
案
さ
れ
る
中
、
引

き
続
き
団
体
交
渉
に
お
け

る
要
求
の
前
進
に
向
け
奮

闘
し
て
い
き
た
い
。

各
職
場
で
外
注
化
・
効

率
化
が
進
め
ら
れ
、
「
ゆ

と
り
の
な
い
職
場
環
境
」

の
中
で
、
安
全
作
業
へ
の

懸
念
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

自
ら
の
職
場
環
境
を
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
様
々

な
観
点
か
ら
職
場
を
点
検

す
る
な
ど
、
安
全
・
安
心

な
職
場
作
り
に
向
け
奮
闘

し
て
い
き
た
い
。

芸
備
線
の
一
部
区
間
に

お
い
て
「
再
構
築
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
た
が
、
三
江

線
廃
止
の
経
過
か
ら
、

「
採
算
性
を
理
由
に
路
線

廃
止
に
追
い
込
ま
れ
る
」

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
米

子
地
本
は
、
昨
年
よ
り
鳥

取
・
島
根
両
県
を
は
じ
め
、

沿
線
自
治
体
の
交
通
政
策

課
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

き
た
。
木
次
線
応
援
団
加

入
の
取
り
組
み
な
ど
、
出

来
る
こ
と
を
精
一
杯
取
り

組
み
、
地
域
と
連
携
し
て

ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持
・
存

続
を
図
る
。

組
織
拡
大
で
は
、
何
気

な
い
職
場
で
の
会
話
や
行

動
な
ど
、
常
日
頃
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
に

な
る
。
組
織
数
が
減
少
し

て
い
く
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

集
ま
っ
て
話
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。
国
労
の
将
来
展

望
の
議
論
に
つ
い
て
も
、

全
員
参
加
で
取
り
組
む
。

最
後
に
、
４
月
の
衆
議

院
島
根
１
区
の
補
欠
選
挙

に
お
け
る
「
亀
井
亜
紀
子
」

推
薦
候
補
の
当
選
に
向
け

奮
闘
す
る
決
意
を
述
べ
集

約
と
す
る
。

西
日
本
本
部
答
弁

業
務
部
長
答
弁

書
記
長
集
約
（
要
旨
）


